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1 広報しんおんせん（4月号）

広　報

しんおんせん

さいた♪　さいた♪　チューリップのはなが♪
４月６日、町立認定こども園３園で入園式が行われ、新入園児らが元気よく登園しました。
このうち大庭認定こども園の新入園児は、１歳児から５歳児まで２３人。谷口恵子所長が
「朝ごはんをしっかり食べ、元気よくあいさつし、交通ルールを守りましょう」と呼びか
けると、大きな声で返事をしていました。最後にみんなで「チューリップ」を元気よく歌
い、集団生活のスタートを切りました。
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4 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐
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町政のうごきから

３
つ
の
課
題
と
施
策

　

第
１
に
産
業
振
興
・
雇
用
の
創
出
、

第
２
に
若
者
定
住
対
策
、
第
３
に
山
陰

海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
を
活
用
し
た
交
流
人

口
の
拡
大
に
向
け
て
の
施
策
展
開
を
行

い
ま
す
。

　

第
１
の
産
業
振
興
・
雇
用
の
創
出
で

は
、
農
業
生
産
意
欲
維
持
の
た
め
に
新

た
な
有
害
鳥
獣
対
策
の
実
施
、
但
馬
牛

増
頭
の
た
め
に
牛
舎
整
備
費
の
補
助
、

松
葉
ガ
ニ
の
浜
坂
ブ
ラ
ン
ド
知
名
度
向

上
の
た
め
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
グ
の
作
成

補
助
な
ど
農
林
、
畜
産
、
漁
業
の
全
般

に
わ
た
っ
て
の
振
興
施
策
、
新
施
策
を

行
い
ま
す
。

　

雇
用
の
創
出
で
は
、
若
年
失
業
者
に

対
し
、
最
近
の
若
者
の
再
就
職
や
雇
用

状
況
が
非
常
に
厳
し
い
状
況
を
改
善
す

る
た
め
、
新
た
に
「
若
者
再
就
職
促
進

奨
励
金
」
を
助
成
し
ま
す
。
産
業
と
雇

用
の
分
野
に
『
元
気
を
与
え
た
い
』
と

す
る
も
の
で
す
。

　

第
２
の
若
者
定
住
対
策
は
、
町
内
の

人
口
減
少
を
抑
制
す
る
た
め
に
新
た
に

「
定
住
促
進
住
宅
取
得
助
成
金
制
度
」

を
行
う
こ
と
と
し
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
等
の

住
宅
支
援
と
定
住
促
進
を
図
り
、
若
者

の
パ
ワ
ー
を
活
用
し
て
、『
元
気
を
出

そ
う
』
と
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
23
年
度
予
算
の
概
要

         ―
 

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
元
年   

元
気
な
ま
ち
を
再
生 ―

　
　
　
　
　
　
　
　

13
会
計　

総
額
で
１
６
７
億
円

一般会計（歳入）

　

平
成
23
年
度
を
地
域
振
興
や
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
し
て
「
元
気

な
ま
ち
づ
く
り
元
年
」
と
位
置
付
け
ま

し
た
。
予
算
は
、
健
全
な
財
政
基
盤
を

確
立
す
る
こ
と
を
考
慮
し
な
が
ら
、
生

活
対
策
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
主
眼
に
編
成
し
ま
し
た
。
予
算

の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
主
な
事
業
や
施
策
、
本
町
の

台
所
事
情
（
貯
金
や
借
金
な
ど
）、
行

財
政
財
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
、
役
場

の
組
織
な
ど
に
つ
い
て
は
、
別
冊
「
平

成
23
年
度　

新
温
泉
町
予
算
説
明
書―

ま
ち
を
知
る　

考
え
る　

参
画
す
る

―

」
で
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　　

総
務
課
財
政
係　

℡
82
‐
３
１
１
１

地方交付税
47 億 2,100 万円
48.8％

町税
14 億 2,651 万円
14.8％

町債
11 億 3,176 万円
11.7％

県支出金
6 億 258 万円
6.2％

分担金及び負担金
7,196 万円
0.7％

使用料及び手数料
2 億 3,993 万円
2.5％

国庫支出金
4 億 5,651 万円
4.7％

諸収入
3 億 7,243 万円
3.9％

繰入金
2 億 7,306 万円
2.8％

地方譲与税
1 億 1,100 万円
1.2％

地方消費税交付金
1 億 5,590 万円
1.6％

自動車取得税
交付金
4,250 万円
0.4％

地方特例交付金
3,500 万円
0.4％

財産収入
1,846 万円
0.2％

その他
1,730 万円
0.1％
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町政のうごきから

一般会計（歳出・目的別）一般会計（歳出・性質別）

　

第
３
に
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
を

活
用
し
た
交
流
人
口
の
拡
大
の
た
め
、

ジ
オ
パ
ー
ク
館
を
拠
点
と
し
て
、
新
た

に
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
の
養
成
、
遊
覧

船
発
着
場
の
整
備
に
よ
り
ジ
オ
パ
ー
ク

の
魅
力
を
『
元
気
よ
く
』
全
国
に
発
信

し
ま
す
。

新
規
施
策
に
も
着
手

　

浜
坂
駅
前
の
活
性
化
や
観
光
振
興
の

た
め
、
新
た
に
「
ま
ち
歩
き
案
内
所
」

の
整
備
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
浜
坂

地
域
全
域
を
対
象
に
光
フ
ァ
イ
バ
網
に

よ
る
情
報
通
信
基
盤
整
備
を
民
設
民
営

方
式
で
実
施
し
、
平
成
24
年
４
月
か
ら

の
サ
ー
ビ
ス
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
温
泉
地
域
の
防
災
・
情
報
提

供
・
行
政
放
送
の
要
と
な
っ
て
い
る
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
が
、
安
全
で
安
心
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
本
年
度

か
ら
４
年
計
画
で
機
器
の
更
新
を
行
い

ま
す
。

　

継
続
事
業
で
は
、
中
山
間
総
合
整
備

事
業
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
（
旧
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
）
を

中
心
に
ま
ち
の
基
盤
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。
さ
ら
に
地
域
防
災
力
の
向
上
を

図
る
た
め
、
防
火
水
槽
の
設
置
及
び
消

防
車
両
等
の
更
新
を
継
続
し
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

予
算
の
概
要

　

予
算
の
規
模
は
、
一
般
会
計
で
は

96
億
７
６
０
０
万
円
と
し
ま
し
た
。
特

別
会
計
及
び
企
業
会
計
を
加
え
た
全
体

で
は
１
６
６
億
８
５
６
９
万
円
で
す
。

【
一
般
会
計
・
歳
入
】

　

町
税
収
入
は
、
景
気
の
影
響
に
よ
る

個
人
所
得
の
減
少
等
に
よ
り
、
総
額

14
億
２
６
５
１
万
円
と
前
年
度
と
の
比

較
で
９
１
４
０
万
円
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
、
地
域
活
性
化
・
雇

用
等
対
策
に
対
応
し
た
交
付
税
の
充

実
な
ど
算
定
方
式
の
改
正
等
に
よ
り
総

額
47
億
２
１
０
０
万
円
を
見
込
み
ま
し

た
。

　

町
債
は
、
投
資
的
事
業
を
抑
制
し
つ

つ
、
事
業
の
必
要
性
、
投
資
効
果
等
を

考
慮
し
適
債
事
業
を
厳
選
し
ま
し
た
。

特
に
過
疎
債
や
合
併
特
例
債
な
ど
後
年

度
に
交
付
税
措
置
さ
れ
、
町
に
負
担
の

少
な
い
有
利
な
起
債
発
行
に
努
め
ま
し

た
。【

一
般
会
計
・
歳
出
】

　

一
般
行
政
経
費
は
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
た
め
、
従
来
以
上
の
削
減
を
す
る

よ
う
努
力
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
県
の

土木費
4 億 4,690 万円 4.6％

総務費
14 億 90 万円
14.5％

民生費
19 億 7,948 万円
20.5％

衛生費
9 億 5,636 万円
9.9％

労働費
2,056 万円 0.2％

農林水産費
5 億 8,308 万円 6.0％

商工費
3 億 8,012 万円 3.9％

消防費
4 億 7,692 万円
4.9％

教育費
7 億 2,450 万円
7.5％

公債費
16 億 7,162 万円
17.3％

諸支出金
8 億 8,345 万円
9.1％

予備費
2,500 万円
0.3％ 議会費

1 億 2,711 万円
1.3％

人件費（19.0％）
18 億 3,460 万円
特別職や一般職の給
与などの経費

物件費（17.6％）
17 億 494 万円
施設の管理費や物品
の購入などの経費

扶助費（7.2％）
6 億 9,477 万円
医療費や児童手当な
どの経費

補助費等（16.2％）
15 億 6,932 万円
各種団体への補助金
などの経費

普通建設事業費（6.5％）
6 億 3,302 万円
公共施設の建設など
の経費

公債費（17.3％）
16 億 7,162 万円
借入金（町の借金）
の返済金

繰出金（12.3％）
11 億 9,115 万円
特別会計への繰出金

その他（3.9％）
3 億 7,658 万円
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   会計別の予算額
（単位：千円）

会　計　名 平成 23 年度予算 前年度対比
一　般　会　計 9,676,000 1.0％

特

別

会

計

国民健康保険事業（事業勘定） 1,912,475 4.1％
国民健康保険事業（照来診療所施設勘定） 42,466 △ 0.4％
国民健康保険事業（八田診療所施設勘定） 49,056 △ 1.6％
国民健康保険事業（歯科診療所施設勘定） 65,390 3.6％
介護保険事業 1,349,593 4.5％
浜坂地区残土処分場事業 20,951 9.0％
温泉地区残土処分場事業 16,785 54.6％
コミュニティ・プラント事業 100,642 △ 1.9％
簡易水道事業 60,680 101.3％
七釜温泉配湯事業 7,608 △ 33.2％
下水道事業 947,439 △ 6.7％
後期高齢者医療 191,957 △ 0.9％

計 4,765,042 2.1％
公
営
企
業
会
計

浜坂温泉配湯事業 66,156 17.4％
水道事業 513,779 △ 33.4％
公立浜坂病院事業 1,664,714 6.9％

計 2,244,649 △ 5.9％
合　　計 16,685,691

緊
急
雇
用
創
出
補
助
事
業
を
活
用
し
た

臨
時
職
員
の
雇
用
賃
金
や
老
朽
化
し
た

電
算
機
器
の
更
新
費
用
や
学
校
関
係
パ

ソ
コ
ン
借
上
料
な
ど
の
物
件
費
が
増
え

ま
し
た
。

　

公
共
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
年
々
増

加
す
る
修
繕
料
な
ど
施
設
の
維
持
管
理

経
費
は
必
要
最
小
限
の
予
算
化
に
と
ど

め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
投
資
的
経
費
は
、
国
の
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
等
の
財
源
を
活

用
し
、
町
総
合
計
画
な
ど
既
存
計
画
に

基
づ
き
、限
ら
れ
た
財
源
の
範
囲
内
で
、

投
資
効
果
を
中
心
と
し
た
優
先
順
位
の

高
い
も
の
を
検
討
し
つ
つ
、
事
業
の
取

捨
選
択
を
行
い
ま
し
た
。

　

人
件
費
は
定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ

く
改
革
を
着
実
に
実
行
し
つ
つ
、
人
事

院
勧
告
に
よ
る
給
料
表
の
改
正
、
期
末

手
当
の
削
減
、
退
職
者
の
補
充
抑
制
に

よ
り
総
額
の
削
減
を
行
い
ま
し
た
。

…

　

３
月
29
日
、
区
長
・
町
内
会
長
会

を
開
催
し
、
平
成
23
年
度
の
町
の
事

業
や
施
策
を
説
明
し
、
住
民
の
皆
さ

ん
へ
の
周
知
と
協
力
を
お
願
い
し
ま

し
た
。

　

町
内
に
は
１
１
４
の
区
と
町
内
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
町
は
、

区
長
・
町
内
会
長
を
通
じ
て
、
月
２

回
の
広
報
な
ど
行
政
文
書
の
配
布
を

行
う
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
施
策

に
支
援
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。区
長
・

町
内
会
長
は
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ

り
、
行
政
と
住
民
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ

役
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

こ
の
日
の
会
議
で
行
わ
れ
た
報
告

や
依
頼
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
抜
粋
）

①
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
へ
の
支

援
の
状
況
報
告
や
お
礼

②
地
区
要
望
と
補
助
要
望
の
回
答

③
新
温
泉
町
町
民
ふ
れ
あ
い
の
旅
へ

の
参
加
依
頼

④
町
民
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正
の
お
知

ら
せ

④
町
民
タ
ク
シ
ー
の
利
用
券
配
布

⑤
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
の
啓

発
依
頼

⑥
ク
リ
ー
ン
但
馬
10
万
人
大
作
戦
の

お
知
ら
せ

⑦
健
康
診
査
、
献
血
事
業
の
お
知
ら
せ

⑧
緑
の
募
金
実
績
報
告
と
お
礼

⑨
町
道
の
倒
木
の
処
理
に
つ
い
て

⑩
下
水
道
接
続
状
況
の
報
告
と
接
続

啓
発
の
依
頼

⑪
独
居
高
齢
者
世
帯
に
対
す
る
水
道

料
金
減
免
措
置
の
お
知
ら
せ

▼
総
務
課　

行
政
係　

　
　
　
　
　

℡
82
‐
３
１
１
１

町政のうごきから

　
　

役
場
と
住
民
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

区
長
・
町
内
会
長
会
を
開
催
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Ｑ１　いつから使えるようになりますか？
Ａ 1　上記スケジュールのとおり、募集開始が平
成 24年３月からとなる予定です。使用できる
のは、そこから２～３ヵ月後となりますので、
最も早い方で平成 24年５月頃からサービス提
供が開始される見込みです。

Ｑ２　町内全域で使えるのですか？
Ａ２　現在の計画では、浜坂地域のほぼ全ての世
帯でご利用いただける予定になっています。

Ｑ３　申し込みは役場にするのですか？
Ａ３　申し込みは受付開始後にケイ・オプティコ
ムに直接行っていただきます。申し込みに関す
る情報は、町の広報やホームページ等でもお知
らせします。

Ｑ４　法人でも利用できますか？
Ａ４　法人であっても、条件により家庭用の「eo
光」サービスにご加入いただける場合がありま
す。このほか法人向けには固定ＩＰアドレスの
取得が可能な「BUSINESS 光」等のサービスも
あります。サービスメニューについては、ケイ・
オプティコムのホームページ（http://www.
k-opti.com/）等をご覧ください。
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情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業　
　
　

　
  

（
光
フ
ァ
イ
バ
網
整
備
）
が
ス
タ
ー
ト

　

昨
年
の
広
報
11
月
号
等
で
お
知
ら
せ

し
た
と
お
り
、
４
月
か
ら
浜
坂
地
域
全

域
を
対
象
と
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
網
に
よ

る
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
民
間
通
信
事
業

者
が
施
設
の
整
備
か
ら
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
ま
で
を
行
う
も
の
で
、
町
が
整
備
費

用
の
一
部
を
民
間
通
信
事
業
者
（
㈱
ケ

イ
・
オ
プ
テ
ィ
コ
ム
）
に
補
助
し
、
環

境
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
か
ら
関
心
を
寄
せ
て
い
た

だ
き
、
質
問
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
事
業
の
進
行
状
況
と
主
な
問
い

合
わ
せ
に
つ
い
て
回
答
し
ま
す
。

現
在
の
状
況
と　
　
　

  

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

現
在
は
基
礎
設
計
が
完
了
し
、
実
際

に
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設
す
る
ル
ー
ト
の
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
頃
ま
で
に
順
次
許
可
を
取
得

し
、
２
月
末
に
は
整
備
が
完
了
す
る
予

定
で
す
。（
各
工
程
は
、
多
少
前
後
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。）

　

サ
ー
ビ
ス
の
申
込
受
付
開
始
は
平

成
24
年
３
月
頃
に
な
る
見
込
み
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
提
供
開
始
時
期
は
、
目
安
と

し
て
申
込
受
付
か
ら
２
～
３
ヶ
月
以

内
、
宅
内
工
事
が
完
了
し
次
第
に
な
り

ま
す
。

　

申
込
受
付
開
始
時
期
等
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

調
査
と
現
場
施
工

　

現
在
、
町
内
で
調
査
実
施
事
業
者
が

光
ケ
ー
ブ
ル
の
ル
ー
ト
を
調
査
し
て
い

ま
す
。
そ
の
際
、
光
ケ
ー
ブ
ル
が
土
地

所
有
者
様
の
敷
地
上
空
を
通
過
す
る
場

合
や
、
電
柱
が
土
地
所
有
様
敷
地
内
に

あ
る
場
合
、
事
業
を
行
う
た
め
に
土
地

所
有
者
様
の
同
意
を
い
た
だ
く
た
め
訪

問
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
以
下
、

民
地
承
諾
と
い
う
。）

　

な
お
、
調
査
実
施
事
業
者
が
民
地
承

諾
の
際
に
土
地
所
有
者
様
に
費
用
請
求

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
付
近
工
事
の
と
き
に
は
工
事

　まちの情報化　Q＆ A

車
両
の
駐
車
・
エ
ン
ジ
ン
音
等
で
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
作
業
員
は

名
札
を
付
け

て
い
ま
す
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

企
画
課　

通
信
基
盤
整
備
係

　
　

℡
82
‐
５
６
２
４

　

ｅ
ｏ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
デ
ス
ク

　
　

℡
０
１
２
０
‐
34
‐
１
０
１
０

町政のうごきから

スケジュール
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防
寒
着
１
１
２
９
点
を
被
災
地
へ

　

３
月
22
日
・
23
日
に
防
寒
着
の
受
け
付
け
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
２
４
６
人
の
方
か
ら
１
１
２
９

点
の
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

物
資
の
受
付
に
は
、
丹
土
の
大
学
生
、
小
谷
世

和
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
防
寒
着
の
分
別
や
箱
詰
め
作
業

に
も
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
集
ま
っ
た
防
寒
着
は
、
３
月
24
日
に
兵
庫

県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
へ
運
び
、
そ
の
後
、
県
を

通
じ
て
宮
城
県
の
被
災
者
へ
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

提
供
い
た
だ
い
た
防
寒
着
に
は
、
激
励
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
書
い
た
ア
ッ
プ
リ
ケ
を
つ
け
た
も
の
も

あ
り
、
被
災
地
を
力
づ
け
た
い
、
い
て
も
た
っ
て

も
い
ら
れ
な
い
住
民
の
皆
さ
ま
の
思
い
が
ひ
し
ひ

し
と
伝
わ
り
ま
し
た
。

一
時
避
難
者
の
受
け
入
れ
支
援     

町
職
員
を
宮
城
県
に
派
遣

　

町
は
、
被
災
者
の
皆
さ
ま
へ
の
町

営
住
宅
や
公
共
施
設
の
提
供
を
申
し

出
て
お
り
、
今
後
も
県
な
ど
関
係
機

関
と
調
整
し
て
で
き
る
だ
け
の
支
援

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
４
月
８
日
か
ら
職
員
を

宮
城
県
へ
派
遣
し
て
避
難
所
運
営
な

ど
の
支
援
を
し
て
お
り
、
２
か
月
間

に
16
人
を
派
遣
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。（
関
西
広
域
連
合
宮
城
チ
ー
ム

内
の
兵
庫
県
支
援
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
参
加
）

多
く
の
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

　

３
月
14
日
か
ら
各
公
共
施
設
に
義
援
金
の
受
付

箱
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月
31
日
、
美
方
青
年
会
議
所
の
西
村

宏
樹
理
事
長
が
町
長
に
、
同
会
議
所
が
主
催
し
た

映
画
会
会
場
で
募
っ
た
義
援
金
を
寄
託
さ
れ
ま
し

た
。（
㈳
香
住
青
年
会
議
所
、
美
方
郡
商
工
会
青

年
部
連
絡
協
議
会
と
の
連
名
）西
村
理
事
長
は「
被

災
地
の
復
興
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。
若
い
商
工
業

者
も
協
力
を
惜
し
ま
な
い
の
で
、
支
援
の
役
割
を

町
全
体
で
分
担
し
て
は
ど
う
か
。」
と
力
強
い
提

案
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

義
援
金
の
受
付
は
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。（
義
援
金
に
つ
い
て

は
５
月
広
報
で
中
間
報
告
し
ま
す
。）

　3 月 11 日に発生した東
日本大震災への義援金と支
援物資（防寒着）の受付を
行ったところ、住民の皆さ
まから多くの支援をいただ
きました。ご協力にありが
とうございます。今後とも
被災地支援への協力をお願
いします。

（総務課・町民課・住民福祉課）

　　東日本大震災被災地支援にご協力ありがとうございます
　

　　　　　　　　　　　

息の長い支援をお願いします

町政のうごきから
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◇
総
務
課　

▼
副
課
長
兼
人
権
推
進
室
長
［
医
療
対

策
担
当
］　

西
村
徹
（
企
画
課
副
課
長

兼
通
信
基
盤
整
備
係
長
）
▼
課
長
補
佐

兼
人
事
係
長　

松
原
眞
紀
江
（
議
会
事

務
局
課
長
補
佐
）
▼
係
長　

岡
田
庸
子

（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
室
係
長
）
▼

主
査　

小
林
正
則
（
福
祉
課
主
査
）、

上
島
彰
（
福
祉
課
主
査
）、
縄
手
美
幸

（
住
民
福
祉
課
主
事
）
▼
運
転
手
兼
用

務
員　

堀
江
正
則
（
浜
坂
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
運
転
手
兼
調
理
員
）

◇
人
権
推
進
室　

▼
主
査　

寺
田
俊
道
（
総
務
課
主
査
）

◇
企
画
課　

▼
課
長
補
佐
兼
企
画
政
策
係
長　

吉
野

松
樹
（
税
務
課
課
長
補
佐
兼
資
産
税
係

長
）
▼
課
長
補
佐
兼
通
信
基
盤
整
備
係

長　

中
井
一
久
（
商
工
観
光
課
課
長
補

佐
兼
地
域
振
興
係
長
）
▼
主
査　

村
尾

国
治
（
総
務
課
主
査
）

◇
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
室　

▼
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
室
係
長　

馬

場
昌
美
（
町
民
課
生
活
環
境
係
長
）

◇
税
務
課　

▼
資
産
税
係
長　

山
基
恭
道
（
総
務
課

人
事
係
長
）
▼
主
査　

岡
田
和
紀
（
農

林
水
産
課
主
事
）、
西
岡
千
恵
子
（
同

主
事
）
▼
主
事　

松
岡
一
孝
（
同
主
事

［
兵
庫
県
税
務
課
派
遣
］）

◇
町
民
課　

▼
課
長
補
佐
兼
消
防
防
災
係
長　

水
田

賢
治
（
同
消
防
防
災
係
長
）
▼
生
活
環

境
係
長　

中
村
裕
（
企
画
課
主
査
）
▼

主
査　

谷
元
菜
穂
子
（
住
民
福
祉
課
主

査
）

◇
健
康
課　

▼
課
長
補
佐
兼
国
保
年
金
係
長　

田
渕

京
子（
振
興
課
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
）

▼
課
長
補
佐
兼
福
祉
医
療
係
長　

北
村

佐
登
美
（
介
護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ

り
課
長
補
佐
）
▼
健
康
推
進
係
長
（
温

泉
担
当
）　

重
本
栄
（
主
任
保
健
師
）

◇
福
祉
課　

▼
課
長
補
佐
兼
こ
ど
も
未
来
係
長　

中

井
誠
（
健
康
課
課
長
補
佐
兼
福
祉
医
療

係
長
）
▼
主
査　

島
田
秀
則
（
建
設
課

主
査
）、
平
澤
剛
太
（
税
務
課
主
査
）

三
谷
香
（
健
康
課
主
査
）

◇
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
課
長
補
佐

　

阪
本
明
美
（
健
康
課
課
長
補
佐
兼
健

康
推
進
係
長
［
温
泉
担
当
］）
▼
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長　

石
原
千
津

子
（
福
祉
課
こ
ど
も
未
来
係
長
）

◇
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

▼
所
長
兼
温
泉
幼
稚
園
長　

平
田
眞
智

子
（
大
庭
認
定
こ
ど
も
園
所
長
兼
大
庭

保
育
園
長
）
▼
主
任
保
育
士
兼
主
任
教

諭　

谷
口
初
江
（
大
庭
認
定
こ
ど
も
園

主
任
保
育
士
兼
主
任
教
諭
）
▼
主
任
保

育
士
兼
主
任
教
諭　

西
村
美
幸
（
浜
坂

認
定
こ
ど
も
園
主
任
保
育
士
兼
主
任
教

諭
）

◇
浜
坂
認
定
こ
ど
も
園　

▼
所
長
兼
浜
坂
幼
稚
園
長　

上
原
夏
美

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
温
泉
幼

稚
園
長
）
▼
次
長
兼
浜
坂
保
育
園
長　

田
畑
由
美
子
（
同
次
長
兼
浜
坂
幼
稚
園

長
）
▼
主
任
保
育
士
兼
主
任
教
諭　

寺

谷
清
美
（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
主
任
保

育
士
兼
主
任
教
諭
）

◇
大
庭
認
定
こ
ど
も
園　

▼
所
長
兼
大
庭
保
育
園
長　

谷
口
惠
子

（
浜
坂
認
定
こ
ど
も
園
所
長
兼
浜
坂
保

育
園
長
）
▼
主
任
保
育
士
兼
主
任
教
諭

　

井
上
秀
子
（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
主

任
保
育
士
兼
主
任
教
諭
）

◇
商
工
観
光
課　

▼
課
長
補
佐
兼
観
光
係
長　

長
谷
阪
治

（
振
興
課
課
長
補
佐
兼
商
工
観
光
係
長
）

▼
地
域
振
興
係
長　

岡
坂
浩
一
（
企
画

課
企
画
政
策
係
長
）
▼
主
査　

中
井
達

也
［
ひ
ょ
う
ご
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
派

遣
］、
谷
岡
親
典
（
住
民
福
祉
課
主
査
）

◇
農
林
水
産
課　

▼
主
査　

久
瀬
剛
（
税
務
課
主
査
）

◇
建
設
課　

▼
課
長
兼
浜
坂
公
共
建
設
残
土
処
分
場

管
理
事
務
所
長　

田
中
茂
（
同
課
長
兼

用
地
係
長
兼
浜
坂
公
共
建
設
残
土
処
分

場
管
理
事
務
所
長
）
▼
課
長
補
佐
兼
用

地
係
長　

高
松
義
幸
（
住
民
福
祉
課
課

長
補
佐
兼
国
保
係
長
）
▼
主
査　

浅
野

卓
也
（
同
主
事
）

◇
上
下
水
道
課　

▼
主
査　

熊
本
大
輔
（
町
民
課
主
査
）

◇
牧
場
公
園
課　

▼
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長　

岡
一
則

（
商
工
観
光
課
課
長
補
佐
兼
観
光
係
長
）

◇
温
泉
総
合
支
所　

振
興
課　

▼
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長　

有
本
か
な

　

町
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で
職
員

78
人
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

〈
人
事
異
動
の
主
な
考
え
方
〉

・
平
成
24
年
度
に
機
構
改
革
を
予
定

し
て
い
る
た
め
、
最
小
限
の
異
動

・
効
率
的
な
組
織
運
営
と
適
切
な
課

題
対
応
の
た
め
、
本
庁
と
支
所
間
の

人
事
交
流

・
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の
事

業
推
進
の
た
め
、
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
協
議
会
に
派
遣

　
　
　
　
　
　
　
（　

）
内
は
前
任

   

役
場
人
事
異
動　
（
４
月
１
日
付
）

町政のうごきから
H23（2011）.4.14
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江
（
町
民
課
課
長
補
佐
［
美
方
郡
広
域

事
務
組
合
派
遣
］）
▼
課
長
補
佐
兼
商

工
観
光
係
長　

中
田
剛
志
（
健
康
課
課

長
補
佐
兼
国
保
年
金
係
長
）

◇
温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課　

▼
課
長
補
佐
兼
国
保
係
長　

岩
﨑
房
枝

（
浜
坂
公
民
館
課
長
補
佐
）
▼
主
査　

秋
山
佳
代
子
（
上
下
水
道
課
主
査
）

◇
公
立
浜
坂
病
院　

▼
主
任
診
療
放
射
線
技
師　

大
下
勝

（
診
療
放
射
線
技
師
）
▼
看
護
師　

澤

田
菊
代
（
介
護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ

り
看
護
師
）
▼
理
学
療
法
士　

中
島
義

和
（
介
護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り
理

学
療
法
士
）

◇
介
護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り　

▼
副
課
長　

谷
田
善
明
（
総
務
課
副
課

長
兼
人
権
推
進
室
長
［
医
療
対
策
担

当
］）
▼
主
任
理
学
療
法
士
島
木
か
お

り（
公
立
浜
坂
病
院
主
任
理
学
療
法
士
）

教
育
委
員
会

◇
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

▼
浜
坂
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
転
手
兼

主
任
調
理
員　

松
本
喜
孝
（
温
泉
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
転
手
兼
主
任
調
理

員
）
▼
温
泉
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
転

手
兼
主
任
調
理
員　

中
村
重
信
（
浜
坂

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
転
手
兼
主
任
調

理
員
）

◇
浜
坂
公
民
館

▼
課
長
補
佐　

中
村
一
美
（
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
課
長
補
佐
）

◇
温
泉
公
民
館

▼
主
査　

乙
野
茂
（
企
画
課
主
査
）

◇
加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館　

▼
図
書
館
係
長　

重
本
ゆ
か
り
（
加
藤

文
太
郎
記
念
図
書
館
司
書
）、
山
本
洋

行
（
農
林
水
産
課
係
長
［
美
方
郡
広
域

事
務
組
合
派
遣
］）

◇
教
育
委
員
会
分
室

▼
分
室
長
兼
温
泉
公
民
館
長　

太
田
洋

二
（
分
室
長
兼
温
泉
公
民
館
長
兼
生
涯

学
習
係
長
）
▼
課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習

係
長　

中
村
完
司
（
加
藤
文
太
郎
記
念

図
書
館
課
長
補
佐
）

◇
議
会
事
務
局

▼
議
会
事
務
局
係
長　

宇
野
喜
代
美

（
牧
場
公
園
課
総
務
係
長
）

【 

派
遣 

】

▼
農
林
水
産
課
係
長
［
美
方
郡
広
域
事

務
組
合
派
遣
］　

中
島
秀
文
（
農
林
水

産
課
主
査
）

▼
商
工
観
光
課
主
査
［
兵
庫
県
但
馬
県

民
局
地
域
政
策
室
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー

ク
推
進
協
議
会
派
遣
］　

中
尾
良
平（
人

権
推
進
室
主
事
）

【 

採
用 

】

▼
公
立
浜
坂
病
院
整
形
外
科
医
長

　

室
山
俊
則　

▼
歯
科
診
療
所
長　

河
島
規
雄

▼
公
立
浜
坂
病
院
内
科
医
師　

阿
江
竜
介

▼
公
立
浜
坂
病
院
内
科
医
師　

中
庭　

茜

▼
農
林
水
産
課
主
事　

田
村
友
通

▼
企
画
課
主
事　

西
垣
裕
理

▼
健
康
課
保
健
師　

山
根
明
日
香

▼
浜
坂
認
定
こ
ど
も
園
保
育
士

　

段
奈
緒
美

子どもの気持ちを受け
止め、笑顔を忘れず、
温かい雰囲気の中で保
育ができる保育士であ
りたいと思います。一
生懸命頑張ります。

はじめまして、山根
明日香です。勉強不
足な面もありますが、
皆さまの健康を守れ
るように精一杯頑張
ります。

一日も早く仕事を覚
えて、職員として皆
さまのお役に立てる
ように頑張ります。

町職員としての責任
の重さ、期待の大き
さを痛感しています。
町の発展に貢献でき
るよう精一杯努力し
てまいります。

４月１日に歯科診療
所に赴任した歯科医
師の河島です。地域
のことがわからない
ので教えていただき
たいと思います。

町政のうごきから
H23（2011）.4.14

兵庫県生まれ兵庫県育
ち（加東市）です。「何
でも診ましょう科」の
内科医です。私は但馬
が大好きです。ちなみ
に、魚とお酒も大好物。

４ 月 か ら 浜 坂 病 院 内
科に赴任しました。若
輩者ですが、少しでも
皆 さ ん の お 役 に 立 て
ればと思います。よろ
しくお願いします。



広報しんおんせん（4月号）

▼
介
護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り
介
護
福
祉
士

　

岡
村
俊
文

出身は福島県です。結
婚後は中国・関西圏に
ま で 足 を 延 ば し て 浜
坂に来ました。浜坂の
生 活 や 仕 事 に 慣 れ る
よう頑張ります。

9

▼
三
村
令
児
（
公
立
浜
坂
病
院
長
）
▼

山
本
剛
志
（
歯
科
診
療
所
長
）
▼
中
安

博
彰
（
公
立
浜
坂
病
院
主
任
診
療
放
射

線
技
師
）
▼
山
根
京
子
（
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
主
任
看
護
師
）
▼
尾
﨑
喜

代
美
（
公
立
浜
坂
病
院
看
護
師
）
▼
伊

森
美
佐
枝
（
福
祉
課
准
看
護
師
）
▼
田

熊
晴
夫
（
総
務
課
運
転
手
兼
用
務
員
）

▼
山
本
昭
（
環
境
セ
ン
タ
ー
運
転
手
兼

作
業
員
）

▼
公
立
浜
坂
病
院
看
護
師　

西
川
暁
美

▼
公
立
浜
坂
病
院
看
護
師　

丸
毛
美
佳

▼
公
立
浜
坂
病
院
診
療
放
射
線
技
師　

　

清
水
大
輔

▼
介
護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り
介
護
福
祉
士

　

清
原
雅
彦

  

退
職
（
３
月
31
日
付
）

はじめまして。看護師
になって５年目になり
ます。患者さんから気
軽に声をかけてもらえ
るような看護師になり
たいと思います。

故郷を離れていた９
年間に学んできたこ
とを活かすべく、早
く仕事に慣れ、地域
医療に貢献できるよ
うに頑張ります。

利用者の方に居心地
がよく、またささゆ
り を 利 用 し た い と
思っていただけるよ
う頑張って努めてい
きたいと思います。

平成 23 年度新温泉町臨時職員採用候補者募集について

◇応 募 方 法　市販の履歴書に必要事項を記入し、写真貼付の上、役場総務課人事係へ提出してください。
 　　　　　　　※…免許が必要な職種については、写しをあわせて提出してください。
◇採 用 期 間　平成 23年 5月 1日～平成 23年 9月 30日まで（更新あり）
◇受 付 期 間　平成 23年 4月 14（木）～ 22日（金）午後 5時まで
◇面 接 日 時　平成 23年 4月 27日（水）午後 5時 15分から行います。
◇面 接 場 所　新温泉町役場　２階応接室
◇問い合わせ　役場総務課　人事係　℡８２‐３１１１

町政のうごきから

出納室をオープンカウンターに変更
　出納室は、税金や各種使用料などの公金の納入に利用いただいてい
ます。これまでの窓口はアクリル板で仕切られていましたが、利用し
やすい窓口にするため、仕切りを撤去してオープンカウンターにしま
した。今後も、住民の目線で、親しまれ利用しやすい役場づくりを進
めていきます。　　　　　　　　　　　　　　( 総務課…管財係 )　

農林水産大臣表彰　　　　　
　（2010 年世界農林業センサス）　

　　　岡田浩治 さん　（丹土）
　

兵庫県知事表彰
　　（ 統 計 調 査 員 ）　　　　　　　   
　　 谷岡八重 さん　（境）

H23（2011）.4.14

職　種 採用人員 職務内容 賃 金 等 配  属  先 応  募  資  格  等 勤  務  時  間  等

保育士 1名 保育業務
…１時間
877 円

…浜坂認定
　こども園

…満 60 歳未満
…保育士資格または
…幼稚園教諭免許

…午後 1時～ 7時
…（月～土勤務）
…社会保険・雇用保険加入

事務員 1名
一般事務の
補助業務

…日額
6,400 円

…健康課
（すこやか～に）…満 60 歳未満

…午前 8時 30～午後 5時 15分
…（月～金勤務）
…社会保険・雇用保険加入

私は、これから高齢
者の皆さまが、より
安全で安心な生活が
送れるよう頑張って
働いていきたいと思
います。
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H23（2011）.4.14

町政のうごきから
　

新
温
泉
町
内
で
の
交
通
死
亡
事
故
ゼ

ロ
が
２
年
近
く
続
い
て
い
ま
す
。
１
月

22
日
に
連
続
６
０
０
日
を
達
成
し
た
こ

と
か
ら
、
３
月
９
日
に
兵
庫
県
交
通
安

全
対
策
委
員
長
（
井
戸
敏
三
県
知
事
）

か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
、
平
成
21
年
６
月
１
日
に

死
亡
事
故
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後

は
交
通
安
全
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
交
通
安
全
意
識

の
い
っ
そ
う
の
向
上
に
よ
り
、
連
続

６
７
５
日
に
延
ば
し
て
い
ま
す
。（
４

月
７
日
現
在
）

　

全
国
的
に
高
齢
者
が
関
わ
る
事
故
が

増
加
し
て
お
り
、
死
者
の
半
数
は
高
齢

者
で
す
。
高
齢
者
の
方
は
、
大
切
な
命

を
守
る
た
め
に
も
、
自
分
の
身
体
機
能

を
自
覚
し
て
、
自
動
車
の
運
転
や
道
路

の
横
断
な
ど
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
町

も
引
き
続
き
、
交
通
危
険
箇
所
の
改
善

を
行
う
ほ
か
、
交
通
弱
者
へ
の
啓
発
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
☜…

飲
酒
運
転
を
許
さ
な
い
環
境
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う

☜…

車
で
は
全
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

☜…

夜
光
反
射
材
を
着
用
し
、
早
め
の

ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う

☜…

自
転
車
で
は
、
二
人
乗
り
、
携
帯

電
話
を
し
な
が
ら
の
運
転
は
や
め
ま

し
ょ
う

　
　
　
　

町
民
課　

℡
82
‐
５
６
２
１

 
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
更
新
中 

６
７
５
日
（
４
月
７
日
現
在
）

　
   

県
交
通
安
全
対
策
委
員
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た

　

薄
紫
色
の
可
憐
な
ハ
マ
ダ
イ

コ
ン
の
花
が
咲
き
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
初
夏
に
か
け
て
、
浜
坂

の
海
岸
一
体
に
咲
き
誇
り
ま
す
。

　

新
温
泉
町
商
工
会
は
、
浜
坂
ハ

マ
ダ
イ
コ
ン
に
よ
る
特
産
品
開

発
と
地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
ハ
マ
ダ
イ
コ
ン
お
ろ
し
ぽ

ん
酢
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、
万
華
鏡

な
ど
を
開
発
、
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

白
砂
青
松
の
松
林
周
辺
、
浜
坂
港

や
図
書
館
付
近
の
味
原
川
河
口
、
岸

あ
り
、
そ
の
中
に
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
木
造
十
一
面

観
音
菩
薩
立
像
」
が
安
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
カ
ヤ
の
一
木
造
り
で
、

高
さ
は
２
ｍ
8
㎝
あ
り
、
平
安
時

代
初
期
に
造
ら
れ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
お
香
の
煙
で
黒
く
光
る

姿
は
心
を
引
き
つ
け
ま
す
。

　

毎
年
4
月
18
日
の
春
季
大
祭

の
と
き
の
み
公
開
さ
れ
ま
す
。　

 

国
指
定
重
要
文
化
財　

木
造
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　

４
月
18
日
公
開

　

観
音
山
頂
上
付
近
に
観
音
山
相
応

峰
寺
圓
通
殿
（
県
登
録
文
化
財
）
が

田
川
河
口
な
ど
に
群
生
地
し
て
い
ま

す
。
一
度
散
策
し
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

 

ハ
マ
ダ
イ
コ
ン
の
花
が
潮
風
に
揺
れ
て
い
ま
す

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は

　
　

５
・
11
（
水
）
～
20
（
金
）

　

交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
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町政のうごきから

臨時快速「山陰海岸ジオライナー」
　　　　　　　　　　運行開始

　ＪＲ山陰線の豊岡‐ 鳥
取駅間を乗り換えなしで結
ぶ臨時快速列車「山陰海岸
ジオライナー」の運行が４
月２日、始まりました。６
月末までの土・日曜と休日
に各２往復します。

　直通の復活は 12年ぶりで、山陰海岸ジオパーク
が世界ジオパークネットワークに加盟したことから
実現しました。車窓からはところどころで美しい海
岸線が望められ、保存されている餘部鉄橋や桃観ト
ンネルなどの鉄道遺産も見ることができます。
　また、兵庫県但馬・鳥取県東部地域交通・観光連
盟協議会は、６月 30日までスタンプラリーを開催
し、スタンプを集めた先着 500 人に余部鉄橋記念
ストラップなどをプレゼントしています。
　　　上り　浜坂駅発　①………9：36　② 14：40
　　　下り　浜坂駅発　① 10：32　② 15：32

鉄道グッズ館「鉄子の部屋」に　
　　　　　記念スタンプを設置

　ＪＲ浜坂駅にある
鉄道グッズ館「鉄子の
部屋」に、記念スタン
プを設置しました。は
まかぜの新型車両や
蒸気機関車のＤ５１、
駅構内にある鉄道遺

産の給水塔のほか山陰海岸ジオパークと遊覧船をデ
ザインしています。入館者からの「記念になるもの
を」という要望に応えたものです。
　鉄子の部屋には全国から鉄道ファンが訪れてお
り、昨年 1年間で 9,268 人の入館がありました。
鉄道ファンでない方も、一度ご来館ください。
（入館無料。木曜日休館）

新型特急 「はまかぜ」 に乗って　
　　　　　　大阪 ・神戸へ行こう！

　新型車両で運転している、特急「はまかぜ」に乗っ
て、大阪・神戸へ旅してみませんか。
　昨年 11 月から特急「はまかぜ」は新型車両で運
転しています。従来の車両より座席の間隔が広がっ
てより快適になりました。車イス対応の多機能トイ
レや多目的室等が設置され、どなたにもお使いいた
だきやすい車両になるなど、より快適な旅行をお楽
しみいただけます。
　５月４日に大阪駅は、百貨店・専門店・映画館・
レストランなど新たな施設が開業し、『大阪ステー

ションシティ （ＯＳＣ）』 として大きく生まれ変わり
ます。また、港町神戸は、魅力いっぱいの街です。
　浜坂駅からでは、往路「はまかぜ 2 号」、復路「は

まかぜ 5 号」をご利用
いただくと、日帰りで
も大阪や神戸がたっぷ
りお楽しみいただけま
す。

　魅力的な観光施設が続々登場する大阪・神戸へは、
乗換なしで大変便利な特急「はまかぜ」をご利用く
ださい！
大阪へのモデルコース（日帰り）

　　自由席特急券で往復  11,540 円

　✿はまかぜ 2 号 浜坂駅 6：33 発→大阪駅 10：24 着

　　　　　大阪での滞在時間　 7 時間 41 分

　✿はまかぜ 5 号 大阪駅 18：05 発→浜坂駅 21：59 着

神戸へのモデルコース（日帰り）　

　　自由席特急券で往復  10,900 円

　✿はまかぜ 2 号 浜坂駅 6：33 発→三ノ宮駅 10：03 着

　　　　　三ノ宮での滞在時間　 8 時間 23 分

　✿はまかぜ 5 号 三ノ宮駅 18：26 発→浜坂駅 21：59 着

　　　　　　　　
　　　　　　　　―問い合わせ―
　　　　　商工観光課　℡ 82‐ 5625

　　　　　　乗って守ろう公共交通
浜坂駅は開業 100 年・山陰本線も全線開通 100 年
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こ
こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く
り

 　
身
近
な
と
こ
ろ
で
人
権
学
習
会
を

　
　
　
　
　
　

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　

21
世
紀
は
人
権
の
世
紀
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
、
お
互
い
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
誇
り
が
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
人
権
啓
発
推
進

条
例
を
制
定
し
、
人
権
啓
発
方
針
に
沿
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
課
題
の
解
消
に

向
け
た
人
権
教
育
及
び
啓
発
活
動
を
推
進
し
、
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
た
地
域

社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
身
近
な
地
域
、
団
体
、
職
場
等
で
、
ぜ
ひ
人
権
学
習
の
機
会
を
設

け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
化
会
館　

℡
82
‐
３
３
２
８

人
権
研
修
に
参
加
し
た
こ

と
の
な
い
人
が
５
割
以
上

　

下
の
表
は
、
平
成
21
年
１
月
に
実
施

し
た
人
権
学
習
会
・
講
演
会
・
研
修
会
・

講
座
等
の
参
加
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
回
答
結
果
で
す
。

　
「
よ
く
参
加
し
て
い
る
」が
３
・
６
％
、

「
で
き
る
だ
け
参
加
し
て
い
る
」
が

12
％
、「
時
々
参
加
し
て
い
る
」
が

29
％
で
、
参
加
し
て
い
る
人
の
合
計
は

44
・
６
％
。
半
数
以
上
の
方
が
人
権
学

習
会
等
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
と
い

う
現
状
に
あ
り
ま
す
。

若
い
世
代
ほ
ど　
　
　

　

  
参
加
し
な
い
傾
向
に

　

ま
た
、
若
い
年
代
に
な
る
ほ
ど
参
加

率
が
低
く
、
特
に
参
加
し
た
こ
と
が
な

い
人
が
、
20
代
で
82
・
８
％
、
30
代
で

64
・
2
％
、
40
代
で
51
・
4
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

新温泉町民の人権に関するアンケート結果から
　　　　　　　　　　　　　　（平成 21 年 1 月実施）
あなたは、近年、同和問題をはじめとする人権についての学習会、
研修会、講座等に参加したことがありますか。回収人数 693 人

項　　　　　目 人数（人） 率（％）
１ よく参加している 25 3.6
２ できるだけ参加している 83 12.0
３ 時々参加している 201 29.0
４ 参加したことがない 363 52.4
無回答 21 3.0

人
権
意
識
に
大
き
な
差

　

人
権
学
習
会
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ

る
人
と
な
い
人
で
は
、
人
権
意
識
に
大

き
な
差
が
あ
り
ま
す
。

　

よ
く
参
加
し
て
い
る
人
ほ
ど
、
現
状

の
学
習
活
動
に
つ
い
て
「
人
権
を
守
る

こ
と
は
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
る
と
考
え
、
不
十
分
な
の
で
、
創
意

工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
考
え
る
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
よ
く
参
加
し
て
い
る
人
の

80
％
以
上
が
人
権
や
差
別
問
題
に
関
心

を
持
ち
、
同
和
問
題
を
解
決
す
る
に
あ

た
っ
て
は
「
自
分
も
町
民
の
一
人
と
し

て
、
問
題
の
解
決
に
努
力
す
べ
き
」
と

回
答
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
参
加
し

た
こ
と
が
な
い
人
で
は
37
％
程
度
の
回

答
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

人
権
が
守
ら
れ
る
住
よ
い
ま
ち

　

人
権
を
守
る
こ
と
は
、
ま
ち
を
つ
く

る
一
歩
で
す
。
人
権
学
習
は
、
誰
も
が

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ぜ
ひ
、
人
権
学
習
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

　

各
種
ビ
デ
オ
上
映
、
講
師
、
助
言
者

の
派
遣
、
ビ
デ
オ
の
貸
出
等
（
無
料
）

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

よく参加している
できるだけ参加している
時々参加している
参加したことがない
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　田井の浜は黒雲母花崗岩（くろうんもかこうがん）
に覆われた白い石ころの浜。早春の頃、石畳の坂道
を歩いていくと、海からの突風で足元がふらつきそ
うです。眼下の浜辺に向かって草の道を歩いて行く
と、ほんのわずかな湿地に小さなホクリクネコノメ
ソウ（北陸猫の目草）が咲いているのを見つけまし
た。待ちに待った春の到来です。人も草も春を待ち
こがれるのは同じなのでしょう。茎頂の黄色い苞葉

（ほうよう）が嬉しそうです。
　ネコノメソウの仲間は早春に花を咲かせる上、地
味なので人目には付きにくいですが、ホクリクネコ
ノメソウは花時だけ苞葉を黄色に装って虫たちを誘
います。薄緑色の 4 枚の萼（がく）からは 8 本の
雄しべを長く突き出し、その先に暗紅色の葯 ( やく )
をつけています。猫の目草という名前は、タネが猫
の目のような形をしていることから名付けられたそ
うで、写真は中央がタネの膨らむ途中、右上の小さ
いのが花時です。久斗山には近似種のボタンネコノ
メソウがありますが、これは雄しべが萼の中より出
ないことで区別できます。小さな花に比べて大きな
タネを膨らませるホクリクネコノメソウは、冷たい
風の中で短い春をしっかりと見届けるかのように浜
辺の春を見つめています。
　　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん

 

ホ
ク
リ
ク
ネ
コ
ノ
メ
ソ
ウ

　
　
　
　
（
ユ
キ
ノ
シ
タ
科
）

 野草散歩（4)   
国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

退
職
（
失
業
）
に
と
も

な
う
国
民
年
金
の
届
出 

✿ 

会
社
な
ど
を
退
職
さ
れ
た
と
き
は

　
　
　
　
　
　

届
出
が
必
要
で
す 

✿

　

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
方
は
、
国
民

年
金
へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

会
社
等
を
退
職
さ
れ
た
と
き
は
、
第

２
号
被
保
険
者
（
厚
生
年
金
等
）
か
ら

第
１
号
被
保
険
者
（
国
民
年
金
）
へ
の

変
更
の
届
出
が
必
要
で
す
。
年
金
手
帳

と
認
印
を
持
参
の
う
え
、
役
場
ま
た
は

お
近
く
の
年
金
事
務
所
で
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
第
３
号
被
保
険
者
（
第
２
号

被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶

者
）
の
方
も
、
第
１
号
被
保
険
者
へ
の

変
更
の
届
出
が
必
要
で
す
で
、
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

✿…

退
職
（
失
業
）
に
よ
る
保
険
料
の

　
　
　
　
　
　
　

特
例
免
除
制
度 

✿

　

退
職
や
失
業
な
ど
に
よ
り
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き

に
は
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
を
免
除

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▽
対
象　

配
偶
者
と
世
帯
主
が
、
所
得

制
限
の
基
準
を
満
た
す
場
合
。
退
職

（
失
業
）
特
例
で
は
、
退
職
（
失
業
）

し
た
方
本
人
の
所
得
は
除
外
さ
れ
ま

す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳　

・
印
鑑　

・「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」
ま
た

は
「
離
職
票
」
の
写
し
な
ど

・
平
成
22
年
１
月
２
日
以
降
に
他
の
市

区
町
村
か
ら
転
入
し
た
方
は
、
前
住

所
の
「
平
成
22
年
度
所
得
課
税
証
明

書
」

　

詳
し
く
は
、
役
場
健
康
課
ま
た
は
お

近
く
の
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

✿…

免
除
さ
れ
た
期
間
の

　
　
　
　
　
　
　

  

保
険
料
の
追
納 

✿

　

追
納
と
は
、
保
険
料
の
納
付
を
免
除

さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
、
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
後
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
、
年
金
額
の
計
算
は
保
険
料
を

通
常
ど
お
り
納
付
し
た
場
合
と
同
じ
と

な
る
制
度
で
す
。

　

た
だ
し
、
３
年
度
目
以

降
に
保
険
料
を
追
納
す
る

場
合
は
、
経
過
期
間
に
応

じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ

れ
ま
す
の
で
、
早
め
の
納

付
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

　

日
本
年
金
機
構

　
　

豊
岡
年
金
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）

　
　

22
‐
０
９
４
５



H18（2006）.4.13

　

加藤文太郎
記念図書館

「4月のおすすめの本」
ご案内

恋しぐれ
葉室麟著／文芸春秋

俳句で有名な与謝蕪村。蕪村は晩年、
五十歳近い歳の差の祇園の妓女と、最後
の恋に落ちた。そして蕪村の娘の悲痛で
短い結婚生活や、運命的な悲恋に翻弄さ
れる弟子たちなど、彼をめぐる人々も数
奇な運命をたどる。円山応挙や上田秋成
との交流も描いた味わい深い作品。

詩と死をむすぶもの
―詩人と医師の往復書簡―
　谷川俊太郎・徳永進著／朝日新書

鳥取のホスピス「野の花診療所」の徳永
医師と、詩人の谷川俊太郎が「命のエン
ディング」を迎える人と、それを看取る
人たちの間に流れる、ときに激しく、と
きに温かく切ない時間を、手紙と詩や散
文で綴る、魂の往復書簡。

農家が教える石灰で防ぐ病気と害虫
　　　　　農文協編／農山漁村文化協会
全国でいろいろな病気と害虫が防げる
「石灰防除」が話題になっています。石
灰はなぜ効くのか？石灰とはどんな養分
なのか？石灰なんでもＱ＆Ａなど「防除」
だけでなく身近な「石灰」を上手に使い
こなす技を丸ごと収めたお役立ち本。

いちねんせいがあるきます！
北川チハル作／ポプラ社

春です。まおちゃんはさくらだに小学校
の一年生になりました。小学校までの道
は、長い坂道を下ってずっと歩かなけれ
ばなりません。ちょっぴり不安なまおちゃ
んにびっくりすることがおこります…。
一年生は大変だけど楽しいことがいっぱ
い。

さくらのさくらちゃん
中川ひろたか作／自由国民社

さくらの花びらのさくらちゃんは、一年
生に入学する、ひろちゃんのことが気に
なって小学校へついていくことにしまし
た。小学校には、沢山のピカピカの一年
生が集まってきました。わくわくする入
学式の一日を描いた一年生を応援する絵
本。

…… おはなし会　　　　　           
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

 『おおきくなりたいこりすのもぐ』 他
　◆と き　４月23日（土）午後2時～

 『せきとりしりとり』 他
　◆と き　…5月14日（土）午後2時～

休館日のお知らせ　　　　  

【開館時間】
月～金曜日　午前 10時～午後 6時
土・日曜日　午前 10時～午後 5時
＊リクエストや予約したい本があり
ましたら気軽にお問い合わせくだ
さい。

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（４月号） 14

５月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

４月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

は休館日
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▼
問
い
合
わ
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　
　
　
　
　
　
　

℡　

82
‐
５
２
２
２

荒
湯
（
湯
村
温
泉
）

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ ⑪

　
　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　
　

℡　

92
‐
１
１
３
１（
代
表
）

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

 
敷
金
が
戻
ら
な
い　

　

八幡神社の日本三古塔（左）と荒湯（右）

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。　
　
　

　

Ｃ
さ
ん　

24
歳　

女
性

　

２
年
間
住
ん
で
い
た
賃
貸
マ
ン
シ
ョ

ン
を
退
去
し
た
。
契
約
時
に
敷
金
と
し

て
30
万
円
支
払
っ
て
い
た
。
敷
金
は
退

去
時
に
返
金
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
が
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
に
つ
け
た
ベ
ッ

ド
の
引
き
ず
り
傷
の
修
繕
、
壁
紙
の
張

替
え
、
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
等
の
費

用
と
し
て
27
万
円
請
求
さ
れ
「
差
額
の

３
万
円
だ
け
返
金
す
る
。」
と
不
動
産

会
社
か
ら
言
わ
れ
た
。

　

煙
草
も
吸
わ
ず
、
き
れ
い
に
掃
除
も

し
て
い
た
の
に
お
か
し
い
。

ど
こ
ま
で
支
払
え
ば
い
い
の
？

　

不
注
意
で
つ
け
た
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の

傷
の
修
繕
費
用
は
、
借
主
が
負
担
し
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
生
活
す
る
上
で
の
傷
や
汚

れ
、
経
年
変
化
は
貸
主
が
負
担
す
べ
き

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

部
屋
を
退
去
す
る
と
き
に
、
修
繕
費

用
を
請
求
さ
れ
た
場
合
は
、
明
細
書
で

確
認
し
納
得
し
て
か
ら
支
払
い
ま
し
ょ

う
。

　

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
ご
相
談

く
だ
さ
い

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
の
注
意
点

①
契
約
を
結
ぶ
前
に
、
契
約
内
容
と
物

件
に
つ
い
て
納
得
の
い
く
ま
で
説
明

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
特
約
条
項
が
あ

る
場
合
は
、特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

②
入
居
前
の
部
屋
の
状
態
が
わ
か
る
よ

う
に
写
真
を
撮
り
ま
し
ょ
う
。

③
入
居
中
に
生
じ
た
破
損
は
、
す
ぐ
に

貸
主
に
連
絡
を
入
れ
ま
し
ょ
う
。

④
退
去
が
決
ま
っ
た
ら
、
契
約
書
で
決

め
ら
れ
た
時
期
ま
で
に
解
約
を
申
し

出
ま
し
ょ
う
。

⑤
不
要
に
な
っ
た
家
具
や
ご
み
を
放
置

す
る
と
、
撤
去
費
用
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

代
を
請
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

春
来
川
下
流
の
湯
村
は
、
旧
山
陰
道

の
宿
場
町
、
湯
治
場
と
し
て
発
展
し
て

き
ま
し
た
。付
近
の
地
質
は
花
崗
岩（
深

成
岩)

と
流
紋
岩(

３
百
万
年
前
の
火

成
岩)

で
す
。
荒
湯
は
、
谷
底
の
河
原

に
湧
出
し
て
い
て
、
泉
温
は
98
度
で
日

本
一
の
高
温
泉
で
す
。
温
泉
は
北
西―

南
東
の
谷
と
南
西―

北
東
方
向
に
走
る

湯
村
断
層
の
交
差
部
に
位
置
し
、
こ
の

断
層
に
関
係
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

町
内
に
は
泉
源
が
約
40
ヶ
所
あ
り
、

公
衆
浴
場
や
旅
館
の
ほ
か
、
荒
湯
を
源

泉
と
し
た
町
内
の
各
戸
配
湯
な
ど
多
様

な
活
用
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
、「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら
」

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
浴
槽
を
設
置
し
、
薬

師
湯
に
は
温
泉
を
利
用
し
た
冷
暖
房
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
2
ヶ
所
の
足
湯
も

観
光
客
に
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

昔
、
荒
湯
で
は
麻あ
さ
、
楮
こ
う
ぞ、
布
、
綿
な
ど

を
蒸
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
湯

　新温泉町
消費生活相談室

を
利
用
し
た
蒸
し
野
菜
や
ゆ
で
卵
、
化

粧
水
の
開
発
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

温
泉
の
発
見
は
嘉
祥
元(

８
４
８)

年
慈じ

覚か
く

円え
ん

仁に
ん

（
天
台
第
２
世
の
座

主
）
が
発
見
し
た
と
い
わ
れ
、
貞
観
17

（
８
７
５)

年
、
薬
師
如
来
と
同
大
師

を
祀
る
た
め
に
薬
師
堂
が
作
ら
れ
た
と

い
わ
れ
ま
す
。
付
近
に
は
正
福
寺
の
不

動
明
王
立
像
や
八
幡
神
社
の
日
本
三
古

塔
な
ど
が
あ
り
地
域
の
歴
史
を
感
じ
さ

せ
ま
す
。
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まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 23年 4月 1日現在

広報しんおんせん（４月号）

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

町道歌長高山線災害復
旧工事 歌長

復旧延長…15m、コンクリートブ
ロック積工…面積 68㎡、排水構
造物工（U型側溝）延長 15m

3,832,500 平成 23年 2月 19日～平成 23年 3月 30日 ㈲山下土建

新温泉町クリーンセン
ター 1号炉焼却炉・ガス
冷却室耐火物等整備工事

田井
新温泉町クリーンセンター 1
号炉焼却炉・ガス冷却室耐火
物等整備工事　1式

20,370,000 平成 23年 3月 1日～平成 23年 3月 31日 虹技㈱

公立浜坂病院医師住宅
改修工事 二日市 医師住宅内外装改修　1式 4,725,000 平成 23年 2月 23日～平成 23年 3月 25日 ㈲岡田工務店

乙第 5042 号
町道健康公園線災害復
旧工事

湯

復旧延長 26m、幅 7.5m～ 8.3m、
掘削工 110㎥、盛土工 150㎥、
法面工…面積 203㎡、暗渠排水工……………
延長 23m、縦排水工……延長 7m

3,832,500 平成 23年 3月 15日～平成 23年 3月 25日 赤坂土建㈱

町道二日市古市線
（第１工区）改良工事 二日市

道路改良延長…140m　
土工１式、法面工…面積 270㎡、
取り壊し工…１式、擁壁工…面積
526㎡、水路工…延長 112m、排
水構造物工…延長 170m、舗装
工…面積 1,266㎡、仮設工…1 式

72,240,000 平成 23年 3月 16日～平成 23年 3月 25日 株本建設工業㈱

（平成 23年 2月 16日～平成 23年 3月 15日契約分）

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）
㈱円山菓寮 工場業務 不問 129～ 132
㈱テクノ・サービス 製造スタッフ 不問 142
㈱メフォス山陰営業所 調理業務 不問 137～ 154
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180～ 215
日本精機宝石工業㈱ 一般事務 30以下 124～ 134
㈱第一食品 調理 59以下 165～ 265
㈱大上建設 土 木 施 工

管理技師 59以下 250～ 300
㈱マル海渡辺水産 営業 64以下 180～ 300
㈱エコール鳥取 塾講師 59以下 150～ 250
㈱ＳＴＣ ミシンオペレーター 不問 125

（温泉地域）
社会福祉法人　新温
泉町社会福祉協議会

ケアマネー
ジャー 不問 160～ 184

㈱御やどゆもと 客室係 59以下 176
㈱井筒屋 案内係 60以下 154～ 179
富士綜合警備保障㈱ 警備員 18以上 176

㈱西沢製作所 生産管理 不問 128～ 143
溶接工 不問 128～ 143

㈱寿荘 客室係 不問 198～ 286
医療法人社団良和会
湯村温泉病院

正看護師 不問 175～ 205
准看護師 不問 169～ 188

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）
㈱リフティングブレーン 商品の検品 不問 900
㈱マルワ渡辺水産 食品全般 不問 750～1,000
NPO法人にーず 看護職 不問 1,100
㈱エコール鳥取 塾講師 不問 850～1,500
㈱マル海渡辺水産 フロアスタッフ 不問 750～1,000

販売店員 不問 750～1,000
（温泉地域）
㈱西沢製作所 プレス加工 不問 735
㈱コメリ中四国地区本部 販売員 不問 740～ 750

㈱御やどゆもと
業務部門全般 59 以下 750～ 800
業務全般
調理補助 59以下 750～ 800

㈱とみや旅館 ナイトフロント 不問 1,000
㈱井筒屋 客室係 不問 1,325

朝食係 850
医療法人社団良和会
湯村温泉病院

正看護師 不問 1,200～ 1,400
准看護師 1,200～ 1,400

若
者
再
就
職
促
進
奨
励
金

　　

町
内
の
若
者
の
再
就
職
支

援
の
た
め
、
20
歳
以
上
45
歳

未
満
で
、
1
年
以
上
失
業
し

て
い
る
方
を
正
規
社
員
と
し

て
新
た
に
雇
用
し
た
事
業
所

に
対
し
て
、
１
人
に
つ
き

25
万
円
の
補
助
金
を
町
が
支

給
し
ま
す
。

◆
支
給
対
象
と
な
る
事
業
所

　

町
内
に
事
務
所
、
店
舗
、

工
場
等
を
有
し
て
事
業
を
営

み
、
雇
用
保
険
の
適
用
を
受

け
て
い
る
事
業
所
で
一
定
の

要
件
を
満
た
す
も
の

◆
支
給
の
要
件

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

し
た
場
合
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

①
失
業
期
間
が
１
年
以
上
あ

る
町
内
在
住
の
若
者
（
20

歳
以
上
45
歳
未
満
）
を
新

た
に
正
規
社
員
と
し
て
雇

用
す
る
こ
と
（
た
だ
し
、

事
業
主
と
親
族
関
係
に
あ

る
者
は
対
象
外
）

②
平
成
22
年
12
月
20
日
か
ら

25
年
3
月
末
ま
で
に
雇
用

す
る
こ
と

③
継
続
し
て
1
年
以
上
雇
用

す
る
こ
と
（
週
の
労
働
時

間
が
30
時
間
以
上
）

―

問
い
合
わ
せ―

商
工
観
光
課　

商
工
労
政
係

　
　

℡
82
‐
５
６
２
５
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―

農
業
委
員
会
情
報
№
62

 
平
成

年
度
新
温
泉
町
農
作
業
等
標
準
料
金
の
お
知
ら
せ

広報しんおんせん（４月号）

―

問
い
合
わ
せ―

　

農
業
委
員
会　

℡
82
‐

５
６
２
６

平成 23 年度新温泉町農作業等標準料金（単位：円）

作業区分 標準金額 備考
農作業日給
　（実働 8 時間、技術作業は別料金） 8,000

作業区分 10 アール当り金額 備考整備田 左記以外
耕うん 1 回目 7,000 8,000

2 回目（2 番すき） 5,000 6,000
代かき 9,000 10,000
湛水あらしろ同時 13,500 16,000
ディスク耕うん 7,000 8,000

機械田植え 8,300 9,400 補植は含まず
農薬散布（パイプダスターによる機械防除） 2,000 3,000 農薬代は別

刈取作業

バインダー作業（刈倒し・
紐代含） 9,000 10,000 すみ刈含まず。委

託者立会。
（倒伏、湿田は 2

～ 5 割増）
生籾運搬は別料金

（参考　
 JA １kg 当り５円）

コンバイン作業 21,000 23,000

脱穀作業（ハーベスタ）1
日 8 時間 15,000

あぜぬり ( 機械作業で 1m 当り） 100

育苗
（1 箱当り）

硬化苗 661（運賃 89 円別）
JA に準ずる

（予約外は別料金）緑化苗 556（運賃 89 円別）
発芽苗 420（運賃 63 円別）

乾燥（生籾・コンバイン袋）10㌃当り 14,000 1 袋 700 円
籾スリ（30㎏） 500
※整備田とは、基盤整備されたほ場をいう。

田（水稲）の賃借料情報
　　　　　　　（平成 22 年 1 月～ 12 月）

地域名 平均額
（円）

最高額
（円）

最低額
（円）

データ
数（筆）

浜坂地域 6,055 8,000 3,500 9

温泉地域 4,447 13,800 2,000 42

町平均 4,731 ― ― 51
上記以外に、農地を無料で借りることがで
きる使用貸借権で、田が町全域で 21 筆貸
借されています。

　

農
地
の
賃
借
料
情
報

　

農
地
法
の
改
正
に
伴
い
、
標
準
小
作

料
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
農
業
委
員
会

が
農
地
の
賃
借
料
情
報
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

左
記
の
賃
借
料
は
、
平
成
22
年
１
月

か
ら
12
月
ま
で
に
締
結
（
公
告
）
さ
れ

た
賃
借
権
に
お
け
る
水
準
で
す
。
実
際

の
貸
借
に
お
い
て
は
、
貸
し
手
と
借
り

手
双
方
で
、
こ
の
水
準
を
参
考
に
し
て

い
た
だ
き
、
協
議
し
て
決
定
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
畑
に
つ
い
て
は
事
例
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

平
成
23
年
度
の
新
温
泉
町
農
作
業
等
標
準
料
金
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
こ
の
料
金
は
標
準
で
あ
り
、
ほ
場
の
形
状
、
土
質
、
進
入
難
易
度
等

に
違
い
が
あ
る
の
で
、
当
事
者
双
方
の
話
し
合
い
で
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

23

美
方
郡
広
域
事
務
組
合

平
成
23
年
産
水
稲
共
済

共
済
金
額
の
お
知
ら
せ

　

平
成
23
年
産
水
稲
共
済
に
お
け
る
主

食
用
米
の
単
位
当
た
り
共
済
金
額
（
被

害
時
に
補
償
さ
れ
る
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当

た
り
の
金
額
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
最
高
額
（
１
９
５
円
）
以
外
を
選
択

す
る
場
合
の
手
続
き

　

５
月
９
日
ま
で
に
、『
農
作
物（
水
稲
）

共
済
単
位
当
た
り
共
済
金
額
個
人
選
択

申
出
書
』
の
提
出
が
必
要
で
す
。

◆
注
意
点

○
低
い
金
額
を
選
択
す
る
と
被
害
の
際

支
払
わ
れ
る
共
済
金
が
少
な
く
な
り
、

十
分
な
補
償
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
損
害
防
止
事
業
助
成
金
の
助
成
額
が

選
択
さ
れ
た
単
位
当
た
り
共
済
金
額
に

応
じ
て
少
な
く
な
り
ま
す
。

◆
最
高
額
（
１
９
５
円
）
を
選
択
す
る

場
合
に
は
手
続
き
不
要
で
す
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

美
方
郡
広
域
事
務
組
合　

共
済
課　

　
　

℡
92
‐
２
４
１
０

平成 23 年産
水稲共済

単位当たり共済
金額

最高額 195 円

その他の選択で
きる金額

176 円、156 円
137 円、117 円
……98 円　　　　　
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3 月 12 日、Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館で「健康と正
しい歩き方教室」が開かれ、約 40人の参加者は、㈶兵
庫県健康財団健康運動指導専門員の亀澤徹郎さんから正
しい立ち方と歩き方の基本を学びました。
まず、加齢に伴い、骨や筋肉など運動器機能が低下し、
その低下を遅らせることが介護予防にもつながることを
学習。その後、下腹部を引き締め、背筋を伸ばした状態
で速歩するストレッチウォーキングの実技指導を受け、
普段と異なる歩き方に汗をかいていました。

山根はなさん百寿の祝い 

人、大学院で７人が修了しました。10 年連続休まず出
席した松崎美佐子さんに岡島康治自治会長から特別皆勤
賞が手渡されました。式典終了後、居組出身で全国水産
技術協会理事の西岡不二男さんが「尾頭文化の功罪―魚
食文化の継承と魚離れ―」と題して、記念講演を行いま
した。
　高齢者大学では、年間を通して一般教養講座と専門講
座（園芸、書道、歴史など）、体験学習（運動会、学園祭、
修学旅行など）、さまざまなクラブ活動を行っています。
気楽に学べ、友だちもでき、生きいきした生活につながっ
ています。　　

　町立高齢者大学「とちのみ学園」と「宇都野学園」で
修了式が行われ、それぞれの課程を学んできた修了生に
学園長である岡本町長から修了証書が手渡されました。
　３月２日に行われたとちのみ学園修了式では、16人
に修了証書が、18回修了生１人へ修士号が贈られまし
た。修了生を代表して田中實さんが「とちのみ学園が生
きがいとなり、元気な生活が送れました。」と謝辞を述
べました。
　宇都野学園は３月 12日に行われ、４年制の本科で４

高齢者大学で修了式

H23（2011）.4.14

広報しんおんせん（４月号）

姿勢を正してウォーキング

　３月 20 日、新市の山根はなさんが満 100 歳の誕生
日を迎えられ、田辺副町長と中井社会福祉協議会会長、
田中すこやかクラブ連合会副会長が銅板の祝い状や記念
品、花束を贈って長寿を祝いました。
　山根さんは、身の回りのことは自分ででき、食事の準
備から洗濯物干しまで家事もこなされます。毎日の楽し
みは俳句を作ることで、「自分の思ったことをそのまま
表現しています。」と元気な笑顔で話されました。
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　　　　　　　　　　思い出胸に卒業式

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（４月号）

りましたが、最後には在校生や保護者に見送られ、しっ
かりたした足どりで学び舎を後にしました。
　八田小学校では、第 117 期卒業生として５人の６年
生が式に臨み、在校生や保護者、校区の人たちが見守る
中、中井諭校長から卒業証書が手渡されました。在校生
から卒業生一人ひとりにお別れと感謝の言葉、手作りの
カードが添えられた花が贈られました。中井校長からは
「小規模校で一人ひとりの役割や責任は重かったが、自
立し、たくましく成長した。表れる成績よりその努力す
る姿を大切にしよう。」とはなむけの言葉が贈られ、卒
業生は胸を張って巣立っていきました。　

　３月 23日、町内８小学校で卒業証書授与式が行われ、
153 人が思い出のいっぱい詰まった小学校を巣立ちま
した。
　浜坂南小学校では、６年生 15人が晴れの日を迎えま
した。式では、岡本操校長が「南小学校で学んだことを
誇りにして、中学校へ進んでください。」と式辞を述べ
ました。校歌斉唱では、感極まって涙を流す卒業生もあ

　温泉地域消費者の会が３月 10日、ふれあいセンター
ゆめっこランドで、同施設を利用する子どもや保護者を
対象に、食育やエコロジーを題材にした消費者教育紙芝
居を行いました。
　紙芝居は、食べ物のありがたさを考える「ごはんつぶ
マン」と節電を考える「スイッチ忍者」の２話で、子ど
もたちにも分かりやすいストーリーに工夫されており、
消費者の会のメンバーの熱演に、子どもたちは夢中に
なって見ていました。　

子どものうちから消費者教育

　春分の日の３月 21日、浜坂漁港で養殖ワカメの収穫
体験が行われ、町内外から 25名が参加しました。昨年
11月に胞子を植え、海中に沈めておいた長さ 150 メー
トルのロープには、ワカメが 1.5 メートルにまで育って
おり、ワカメが海上に出ると歓声が上がっていました。
　この収穫体験は西但馬の自然を考える会（福原陽一朗
代表）が環境学習の一環として２年前から行っているも
ので、参加者らはワカメの養殖を通じて、山の栄養が流
れて海の海藻が育つことを学んでいました。　

今年は豊漁　ワカメの収穫体験
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ご
案
内

広報しんおんせん（４月号）

お
知
ら
せ

八田コミュニティセンター　　　
　　　玉川兄弟写真展

　鐘尾出身で神戸市在住の玉川博教さん、正さん
兄弟の写真展を開催します。今回で 14 回目とな
るこの写真展は、ご兄弟が但馬をはじめ全国の風
景などの写真を撮り続けた中から、選りすぐりの
作品約 40 点を展示します。
◆と　き　４月 26 日（火）～５月 15 日（日）
　　　　　　午前９時～午後４時 30 分
　　　　　　（最終日は午後４時まで）
　　　　　　※毎週月曜日休館
◆ところ　八田コミュニティセンター
◆入場料　無料
◆問い合わせ　
　八田コミュニティ
　センター　
　℡ 93 ‐ ０８８８

塚
本
正
彦
写
真
展    　

「
但
馬
に
よ
う
き
ん
さ
っ
た
」

　

但
馬
山
岳
写

真
会
会
員
の

塚
本
正
彦
さ

ん
（
養
父
市
八

鹿
町
）
が
、
自

然
豊
か
な
但
馬

を
フ
ィ
ル
ム
の

色
彩
に
こ
だ
わ

り
、
中
型
・
大
型
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た

写
真
約
30
点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

　

４
月
16
日
（
土
）
～
５
月
１
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
先
人
記
念
館

▼
問
い
合
わ
せ　

浜
坂
先
人
記
念
館

　

℡
82
‐
４
４
９
０

『
お
も
ち
ゃ
の
広
場
』　

　

   　
　

遊
び
に
き
て
ね

　

優
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
通
じ
て
子
ど
も

と
大
人
の
「
遊
ぶ
力
」
を
育
み
ま
す
。

約
30
点
の
グ
ッ
ド
・
ト
イ
と
手
作
り
お

も
ち
ゃ
を
ご
用
意
し
ま
す
。（
会
場
内

で
の
販
売
活
動
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▼
と
き　

　

４
月
22
日
（
金
）
午
前
10
時
～
正
午

▼
と
こ
ろ　

ゆ
め
っ
こ
ラ
ン
ド　

子
育

て
支
援
交
流
ル
ー
ム

▼
参
加
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

温
泉
支
部　

℡
99
‐
２
４
８
８

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
但
馬

第
13
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

　

バ
ザ
ー
の
収
益
は
寄
付
金
に
活
用
し

ま
す
。昨
年
は
、ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
ス
タ
ッ

フ
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
寄
贈
す
る
な
ど
し

ま
し
た
。

▼
と
き　

４
月
29
日
（
祝
）

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

じ
ば
さ
ん
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ

　

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
テ
ー
マ　

や
さ
し
い
心
を
伝
え
た
い

▼
問
い
合
わ
せ　

　

同
実
行
委
員
会
（
下
山
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
36
‐
４
８
１
４

季
節
労
働
者
対
象　
　

雇
用
保
険
説
明
会
の
ご
案
内

　

季
節
労
働
者
な
ど
を
対
象
に
雇
用
保

険
の
受
給
手
続
き
と
求
職
受
理
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

　

４
月
27
日
（
水
）　

午
後
２
時
～

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
香
住
出
張
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
36
‐
０
１
３
６
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平
成
23
年
度　

下
水
道

使
用
料
の
減
免
申
請

▼
対
象　

住
民
票
が
あ
っ
て
も
進
学
や

単
身
赴
任
、
施
設
入
所
な
ど
で
長
期

に
わ
た
り
不
在
の
方

◇
浜
坂
地
域　

一
般
住
宅

◇
温
泉
地
域　

地
下
水
や
山
水
を
下
水

道
に
排
水
し
て
い
る
一
般
住
宅

▼
必
要
な
も
の

　

印
鑑
と
現
住
所
が
わ
か
る
も
の

▼
注
意
事
項

◇
減
免
申
請
は
年
度
ご
と
の
更
新
制
で

す
。
平
成
22
年
度
に
減
免
申
請
し
て

い
て
も
、
23
年
度
も
引
き
続
き
減
免

を
希
望
す
る
場
合
は
、
新
た
に
申
請

ユ
ー
ト
ピ
ア
浜
坂　

     

４
月
29
日(

金)

～
５
月
11
日(

水)

　
　
　

休
ま
ず
営
業
し
ま
す

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、
ご
家
族

や
グ
ル
ー
プ
で
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
浜
坂
の

温
泉
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
　

℡
82
‐
５
０
８
０

ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を  

　
　
　

   　

再
開
し
ま
す

　

３
月
５
日
か
ら
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
と
小

児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

を
一
時
的
に
見
合
せ
て
い
ま
し
た
が
、

４
月
１
日
か
ら
再
開
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
ワ
ク
チ
ン
の
同
時
接
種
と

単
独
接
種
が
可
能
に
な
り
ま
す
が
、
接

種
は
任
意
で
す
。
医
師
と
よ
く
相
談

し
、
効
果
と
副
反
応
な
ど
を
十
分
納
得

し
た
う
え
で
保
護
者
が
判
断
し
て
く
だ

さ
い
。
接
種
は
無
料
。

　

町
指
定
医
療
機
関
が
次
の
と
お
り
変

更
に
な
り
ま
す
。

医療機関名 電話番号 子宮頸がん ヒブ・小児
用肺炎球菌

 沢田医院 92-2653 ○ ○
 古澤クリニック 92-2600 ○ ○
 照来診療所 92-1080 × 検討中
 八田診療所 93-0001 ○ ○
 浜辺医院 82-1224 ○ ×
 高木医院 82-3001 ○ ×
 公立浜坂病院 82-1611 ○ ○
 あおぞらこどもクリニック 82-0349 ○ ○
　　　　　　　　　○は接種可、×は接種不可

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
　
　
　
　
　

  

お
知
ら
せ

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
、
ワ
ク
チ

ン
不
足
の
た
め
、
新
規
の
方
は
待
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
夏
に
は
ワ
ク

チ
ン
不
足
は
解
消
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　

今
年
３
月
31
日
ま
で
に
ワ
ク
チ
ン
不

足
で
接
種
で
き
な
か
っ
た
、
現
在
高
校

２
年
生
相
当
の
方
は
、
９
月
30
日
ま
で

に
１
回
目
を
接
種
し
た
場
合
、
平
成
24

年
３
月
31
日
ま
で
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

す
こ
や
か
～
に　

℡
99
‐
２
９
４
０

場　所 もみじホール 特別養護老人ホーム…
ゆむら

日　時 毎週月・水・木
9：30～ 15：30

毎週木曜日
（月 2回日曜日）
9：30～ 15：30

利用料 １, ２００円

内　容

・送迎、入浴、食べやすい食事の提供
・健康チェック、健康相談
・簡単な手作業で装飾品などの製作（小物、季節のはがきなど）
・身体機能低下を防ぐため、介護予防体操などの軽い運動
・室内ゲーム、花見、紅葉見学などの野外活動　など

問合せ
浜坂デイサービス
センター

高齢者生活福祉センター
もみじホール

特別養護老人ホーム
…ゆむら

☎ 82‐ 5077 ☎ 92 ‐ 2572 ☎ 92 ‐ 2620
実施事業所 新温泉町社会福祉協議会 社会福祉法人春来福祉会

介護予防と健康増進のため
　　　　ミニデイサービスに参加しませんか !!

が
必
要
で
す
。

◇
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
減
免
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課　

℡
82
‐
３
１
１
４

　

温
泉
総
合
支
所　

上
下
水
道
係　

　
　

℡
92
‐
１
１
３
１

　おおむね 60歳以上で比較的元気な方を対象に、自立を促し、身体機
能を維持向上するために高齢者生きがい活動支援通所事業を行っていま
す。入浴や昼ごはん、ゲームや趣味活動で健康づくりをしましょう。
　浜坂地区ミニデイサービスは、４月からもみじホール（湯）で開催し
ています。　　　　　地域包括支援センター　℡ 82‐５６２３
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「
青
い
鳥
郵
便
は
が
き
」

無
償
配
布
の
お
知
ら
せ

　

身
体
障
害
者
手
帳
（
１
級
、
２
級
）

ま
た
は
療
育
手
帳
（
Ａ
判
定
、
1
度
、

２
度
）
を
お
持
ち
の
方
に
、
郵
便
は
が

被
災
さ
れ
た
国
民
年
金

被
保
険
者
の
み
な
さ
ま
へ 

▼
国
民
年
金
の
保
険
料
が
免
除
に
な

り
ま
す

　

被
災
に
よ
り
住
宅
、
家
財
、
そ
の

他
の
財
産
に
つ
い
て
、
お
お
む
ね
２

分
の
１
以
上
の
損
害
を
受
け
た
方

は
、
国
民
年
金
保
険
料
が
全
額
免
除

に
な
り
ま
す
。

　

免
除
に
な
る
対
象
者
の
範
囲
や
申

請
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
役
場
ま
た

は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

　

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
用
の

被
災
状
況
届

▽
申
請
期
限　

平
成
23
年
７
月
末

▼
保
険
料
の
口
座
振
替
の
停
止

　

保
険
料
の
口
座
振
替
を
し
て
い
る

方
で
、
被
災
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
方
は
、
口
座
振
替
の
停
止

手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

速
や
か
に
お
近
く
の
年
金
事
務
所

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

日
本
年
金
機
構
豊
岡
年
金
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
０
９
４
５

ふ
る
さ
と
但
馬
に
就
職
す
る
チ
ャ
ン
ス

セ
レ
ク
シ
ョ
ン 

イ
ン 

た
じ
ま

　

来
春
、
大
学
等
を
卒
業
す
る
方
な
ど

を
対
象
に
、
但
馬
の
企
業
に
よ
る
就
職

面
接
相
談
会
で
す
。
企
業
の
人
事
担
当

者
と
直
接
、
面
接
を
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

①
平
成
24
年
春
、
大
学
・
短
大
・
各
種

専
門
学
校
を
卒
業
予
定
の
方

②
平
成
21
年
春
以
降
、
大
学
・
短
大
・

各
種
専
門
学
校
卒
業
の
未
就
職
者

③
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者

※
家
族
な
ど
の
代
理
参
加
も
可

▼
と
き　

　

５
月
６
日
（
金
）
午
後
１
時
～
４
時

▼
と
こ
ろ　

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｏ

　
（
豊
岡
市
日
高
町
土
居
１
５
６
‐
４
）

　
　

Ｊ
Ｒ
江
原
駅
か
ら
北
へ
約
２
キ
ロ

▼
問
い
合
わ
せ　

　

商
工
観
光
課　

℡
82
‐
５
６
２
５

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡　

職
業
相
談
第
二
部
門

　
　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
３
１
０
１

聴
覚
障
が
い
者
対
象　

　
　
　

   

パ
ソ
コ
ン
相
談

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
相
談
も
受

け
付
け
ま
す
。
相
談
無
料
。

▼
と
き　

　

５
月
14
日
（
土
）
午
後
１
時
～
４
時

▼
と
こ
ろ　

　

た
じ
ま
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
豊
岡
市
京
町
12
‐
73
）

▼
申
込
予
約　

　

５
月
13
日
（
金
）
ま
で
に
、
申
込
書

を
フ
ァ
ッ
ク
ス
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
役
場
企
画
課
に
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

た
じ
ま
聴
覚
障
害
者

セ
ン
タ
ー　

　

ＦＡＸ
（
０
７
９
６
）

　
　

24
‐
８
２
８
８

町
有
財
産
（
公
用
車
）
の
売
払
い

　

町
有
財
産
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、

将
来
的
に
そ
の
利
用
予
定
が
な
い
公
用

車
を
売
却
し
ま
す
。

▼
売
却
物
件　

バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー

◇
車
体　

三
菱
フ
ァ
イ
タ
ー

　
　
　
（
初
年
度
登
録
平
成
９
年
６
月
）

◇
走
行
距
離　

１
９
０
，
３
５
５
ｋ
ｍ

◇
ボ
デ
ィ　

㈱
モ
リ
タ
エ
コ
ノ
ス
製

◇
そ
の
他　

　

プ
レ
ス
油

圧
ホ
ー
ス
破

損▼
売
却
方
法　

一
般
競
争
入
札

▼
入
札
日
時　

　

４
月
27
日
（
水
）
午
前
10
時

▼
入
札
場
所　

　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設　

小
会
議
室

▼
最
低
売
却
価
格　

非
公
表

▼
参
加
申
込
み
期
限　

　

４
月
25
日
（
月
）
午
後
１
時
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

管
財
係

　

℡
82
‐
３
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
２
２
２
・
２
２
４
）

き
を
無
料
で
差
し
上

げ
ま
す
。（
一
人
20
枚
）

▼
受
付
期
限　

　

５
月
31
日
（
火
）

▼
申
込
方
法　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
療
育
手
帳
を
持
参
の
上
、
郵
便
局

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
郵
送
で
も

申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

日
本
郵
便
事
業
会
社　

豊
岡
支
店

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
０
２
６
０
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募　

集

自
然
学
校
救
護
員
募
集

　

町
は
、
小
学
校
５
年
生
が
実
施
す
る

自
然
学
校
の
救
護
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

▼
勤
務
内
容　

児
童
の
け
が
の
手
当

て
、
心
の
ケ
ア
、
体
調
の
確
認

▼
勤
務
期
間　

　

５
月
16
日
（
月
）
～
20
日
（
金
）

▼
資
格　

看
護
師
資
格

▼
報
酬
等　

　

１
日
１
万
５
千
円
～
２
万
円

　八田コミュニティセンター　
　　　作品展示の募集

　あなたの作品を八田コミュニティセンターに
展示してみませんか！「一度記念に個展を開い
てみたい」「私たちのグループの作品を発表し
たい」などご希望にお応えします。
▼対象　町内外を問わず、個人、グループ、プ
ロ、アマチュアどなたでも

▼内容　ジャンルは問いません。
　　　　（ただし、営利目的の展示は不可）
▼展示場所　八田コミュニティセンター内
▼展示期間　２週間程度
　　　　　　（日程等は相談に応じます。）
▼利用料　無料
▼その他　展示作品の破損等に関する責任は負
いかねますので、あらかじめご了承ください。
▼問い合わせ　八田コミュニティセンター
　　　　　　　℡ 93‐０８８８

『初歩から始める古文書講座』　  
　　　　講座生募集

　浜坂先人記念館では、町内の歴史や自宅の蔵
や押入れにしまったままになっている古文書に
興味と関心をもっていただく機会として、｢初
歩から始める古文書講座｣ を開催します。
▼とき・内容（全３回）
　①５月 14日（土）午後１時 30分～
　　　「古文書読み方の基礎」
　②「活字化された古文書を読む」③「実際の
　　　古文書を読む」（日程未定）
▼ところ　浜坂先人記念館２階
▼講師　浜坂先人記念館前館長　岡部良一さん
▼対象　町内にお住まいの方
▼募集人員　10名（先着順）
▼応募期限　４月 29日（金）
▼参加料　５００円（教材代）
※別途入館料が必要です。「年間券」（５００円）
をご利用ください。
▼問い合わせ　浜坂先人記念館　
　　　　　　　　℡ 82‐４４９０

　
　
（
交
通
費
、
食
事
代
等
を
含
む
。）

※
勤
務
条
件
な
ど
の
詳
細
は
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
せ

　

町
教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

　
　

℡
82
‐
５
６
２
７

但
馬
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
学 

　
　
　
　
　

受
講
生
募
集

　

但
馬
を
知
り
、
但
馬
を
愛
し
て
行
動

す
る
ひ
と
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

▼
対
象　

但
馬
地
域
に
在
住
、
在
勤
、

在
学
す
る
方
。
但
馬
検
定
の
受
験
を

希
望
す
る
方
。

木
の
殿
堂
「
五
月
人
形

組
み
木
教
室
」
参
加
者
募
集

　

こ
ど
も
の
日
に
ち
な
ん
だ
五
月
人
形

を
製
作
し
ま
す
。

▼
と
き　

　

４
月
16
日
（
土
）
経
験
者
対
象

　

４
月
17
日
（
日
）
初
心
者
対
象

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

木
の
殿
堂　

工
作
室

　
　
　
　
（
香
美
町
村
岡
区
和
池
）

▼
募
集
人
員　

各
14
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
料　

１
０
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ　

木
の
殿
堂　

　

℡
（
０
７
９
６
）
96
‐
１
３
８
８

▼
募
集
人
員　

80
名
（
先
着
順
）

▼
日
程　

５
／
14
、
６
／
11
、

　

７
／
９
、８
／
20
（
夏
期
大
学
）、

　

９
／
10
、
10
／
１
、
11
／
５
、

　

12
／
10　
　

計
８
回

▼
受
講
料　

１
万
円

　
　
　
　

大
学
生
、
高
校
生
は
５
千
円

▼
応
募
期
限　

４
月
22
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ　

　

但
馬
ふ
る
さ
と

　

づ
く
り
大
学

　

事
務
局

　

℡
（
０
７
９
６
）

　

24
‐
２
２
４
７

加藤文太郎の講座も開設
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広報しんおんせん（４月号）

クマ出没予防対策モデル事業 集落ぐるみの野生鳥獣被害
対策モデル実証事業

鳥獣害対策マイスター育成スクール　
（第３期生）

内　容
集落全体でクマ出没予防対
策に取り組む意欲とがあり、
合意している業実施主体を
募集

集落全体で被害対策に取り
組む意欲があり、合意して
いる事業実施主体を募集

【目的】被害対策の担い手となる、新
　しい狩猟者の確保と育成
【内容】６月～２月に約８日間の講習
　会（被害対策・資格取得等に関する
　座学、わな猟・銃猟実習など）
　受講料は無料

要　件
・規約等があり、適切な事業執行と事業実施後の管理が
行なわれる団体であること
・集落全体で被害対策に取り組むことに、集落住民の合
意形成が図られていること

・但馬地域に住所があり、20 歳から
概ね 50歳以下
・狩猟免許を所持している、あるいは
平成 23年度に取得予定であること
・猟銃所持許可証を取得済み、あるい
は取得に意欲的であること

助成内容
クマ出没予防計画の策定、
対策の実施に必要な経費
　　　　　　　上限５万円

被害防止計画の策定、被害
防止対策の実施に必要な経
費　　　　　上限３０万円

―

応募締切 ５月３１日（火）

問い合わせ 豊岡農林水産振興事務所森林林業課
〒 668-0025　豊岡市幸町 7-11　℡（…0796）26 ‐ 3699

緑
化
資
材
の
提
供
事
業

　
　
　
（
第
１
次
）
募
集

　

但
馬
県
民
局
は
、
持
続
型
の
緑
化
活

動
を
進
め
る
た
め
、
緑
化
活
動
グ
ル
ー

プ
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
自
治
会
、
婦
人
会
、
す

こ
や
か
ク
ラ
ブ
等
）
に
、
多
年
草
と
一

年
草
を
セ
ッ
ト
に
し
た
苗
木
や
花
苗
、

肥
料
な
ど
を
提
供
し
ま
す
。

▼
対
象　

道
路
沿
線
や
公
共
的
な
空
間

で
活
動
す
る
緑
化
グ
ル
ー
プ

▼
提
供
期
間　

１
団
体
３
年
間
（
年
間

２
万
円
を
限
度
）

▼
提
供
内
容

　

提
供
資
材
リ
ス
ト
か
ら
資
材
を
選
ん

で
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法
・
条
件

❖
緑
化
活
動
箇
所
で
、
多
年
草
の
割
合

が
50
％
以
上
と
な
る
計
画
が
必
要
で
す
。

❖
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
植
栽
図
を
つ
け
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

❖
申
込
多
数
の
場
合
は
、
希
望
に
添
え

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

４
月
22
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

農
林
水
産
課　

℡
82
‐
５
６
２
６

　

温
泉
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

　
　

℡
92
‐
１
１
３
１

各種鳥獣害対策事業の募集＜豊岡農林水産振興事務所＞

第６回新温泉町ソフトボール大会
参加チーム募集

　▼とき　５月８日（日）午前８時 30分から
　　　　雨天の場合は５月 15日（日）
　▼ところ　山村広場グラウンド
　▼参加資格　町内に在住の方（学生は除く）
　　町外居住で町内に勤務する方は２名まで
　▼チーム編成　40歳以上の男性か女性（年齢制
　　限なし）が常時出場すること
　▼参加料　１チーム　２千円（傷害保険料を含む）
　▼申込期限　４月 28日（木）

第５回新温泉町春季家庭婦人バレーボール大会
( ジュニアの部・シニアの部 ) 参加チーム募集

　▼とき　４月 24日（日）午前８時 30分から
　▼ところ　浜坂体育センター体育館
　▼参加資格　町内に在住、勤務する女性
　▼参加料　　１チーム２千円（傷害保険料を含む）
　▼申込期限　４月 18日（月）　

　　　　　　　　　―問い合わせ―
　新温泉町体育協会事務局（浜坂Ｂ＆Ｇ海洋センター内）
　　　　　　　　℡８２‐４５１２
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くまさんの頼れる便利屋さん登場 !!　さらにお得になりました。
　買い物、病院等の外出の付き添い・墓掃除・草抜き・草刈り・枝切り・蛍
光灯電球の交換・家具の配置換え・家庭内外の掃除・簡単な補修仕事・パソ
コンの設定・文章の打ち込み等、すべて一時間 1,500 円からご利用いただけ
るようになりました。
  [ 新温泉町（旧浜坂町）三谷から、お宅までの燃料代　　
1km × 15 円や、材料費等は別途請求致します。]　
事前予約が必要ですので、まずはお電話ください。
                                                                              （お見積もり無料）

   お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　            
                Tel （０７９６）８２－２８９６　　担当　熊本　池上

【広告】

Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｅ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
１

◇
と
き　

５
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◇
と
こ
ろ　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
大
会
出
演
者
募
集

　

ギ
タ
ー
弾
き
語
り
、
ゴ
ス
ペ
ル
、
各

種
ダ
ン
ス
、も
の
ま
ね
、手
品
な
ど
ジ
ャ

ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

▼
募
集
組
数　

20
団
体
（
個
人
）
程
度

▼
参
加
料　

千
円

▼
応
募
締
切　

５
月
13
日
（
金
）
必
着

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

▼
募
集
内
容
・
出
店
料　

❖
車
乗
り
入
れ
ブ
ー
ス　

　
　

１
３
０
組　

５
千
円
（
先
着
順
）

❖
手
持
ち
ブ
ー
ス

　
　

50
組　

２
千
５
百
円
（
先
着
順
）

▼
参
加
資
格　

18
歳
以
上
。

　

飲
食
物
、
動
物
類
、
危
険
物
な
ど
は

出
店
で
き
ま
せ
ん
。

▼
応
募
方
法　

ま
ず
電
話
で
空
き
状
況

を
確
認
後
、
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

県
立
但
馬
ド
ー
ム　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
各
係

　
　

℡
（
０
７
９
６
）
45
‐
１
９
０
０

狩
猟
免
許
試
験
の
ご
案
内

　

町
は
、
狩
猟
免
許
取
得
の
助
成
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。
取
得
さ
れ
る
と
き

は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

免
許
試
験
の
日
程
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
、決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
狩
猟
免
許
と
は

　

狩
猟
期
間
中
に
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な

ど
の
狩
猟
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
の
に
必
要

な
資
格
で
す
。
県
や
市
町
の
許
可
を
受

け
て
実
施
す
る
有
害
鳥
獣
捕
獲
活
動
に

も
原
則
と
し
て
必
要
で
す
。

◇
狩
猟
の
楽
し
み
と
公
益
性

　

狩
猟
は
、
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
や
料
理
を

楽
し
む
と
い
う
魅
力
の
ほ
か
、
農
林
業

に
被
害
を
与
え
る
野
生
動
物
の
生
息
頭

数
を
適
正
に
管
理
す
る
と
い
う
公
益
性

も
備
え
て
い
ま
す
。

◆
試
験
の
時
期
（
年
２
回
実
施
）

◆
免
許
の
種
類

　

･

第
一
種
銃
猟(

装
薬
銃
、
空
気
銃)

　

･

第
二
種
銃
猟(

空
気
銃)

　

･

網
猟
（
主
に
鳥
類
）

　

･

わ
な
猟
（
獣
類
の
み
）

◆
初
心
者
講
習
会

　

㈳
兵
庫
県
猟
友
会
主
催
の
狩
猟
免
許

資
格
の
た
め
の
知
識
・
技
能
に
関
す
る

講
習
会
が
、
６
月
中
旬
と
８
月
上
旬
に

神
戸
市
内
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

農
林
水
産
課　

℡
82
‐
５
６
２
６

平
成
23
年
度
調
理
師
試
験

　
　

   

製
菓
衛
生
師
試
験

▼
願
書
受
付
期
間　

　

５
月
９
日
（
月
）
～
16
日
（
月
）

▼
試
験
日
時　

　

７
月
10
日
（
日
）
午
後
１
時
～
３
時

▼
試
験
場
所　

県
立
豊
岡
高
等
学
校

▼
願
書
の
配
布　

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

　

役
場
・
総
合
支
所
で
は
調
理
師
試
験

願
書
の
み
配
布
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

　
　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
６
４

試　

験

１回目 ２回目

申込期間
６月上旬
……～下旬

８月上旬
…～下旬

知識・
適正試験

７月上旬 ９月中旬

技能試験 ７月下旬 ９月下旬
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広
報　

し
ん
お
ん
せ
ん

編・集・後・記

3 月 11 日に東日本を襲った大地震と巨大津波。
津波は、遠く離れた私たちの心にまで襲いかかっ
てきました。居ても立ってもいられない気持ちは、
皆さんも同じだと思います。被災地と被災された
方々にお見舞い申し上げるとともに、一日も早い
復興に協力していきたいと思います。

被災 8 日目に宮城県に入り、東松島市野蒜地区
などに支援物資を届けた子ども NGO「懐」の高
森拓也代表の報告会に参加しました。被災地の沿
岸部は砂浜と松林が続き、浜坂サンビーチとそっ
くりの地形だったそうです。末端まで届かない支
援物資、情報（テレビや新聞の報道）と現実との
大きなギャップ、自己判断・責任による避難行動
の必要性と行政の役割など、重いメッセージを多
くいただきました。行政マンとしてすべきことと
できること、実行あるのみです。仲

           ２月 16 日 ～ ３月 15 日届け出分　　（敬称略）

広報しんおんせん（４月号）

４月号
vol.67

住　所 氏　　名 87 年　齢 死亡日住　所 氏　　名 保護者 出生日

H23（2011）.4.14

編
集

・
発

行
／

新
温

泉
町

役
場

　
　

〒
669-6792　

兵
庫

県
美

方
郡

新
温

泉
町

浜
坂

2673-1 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow
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「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

●まちのうごき●　
　4月1日現在

（　）内は前月比

人　口 16,756 人 （ｰ 60）

　男 7,961 人 （－ 41）

　女 8,795 人 （－ 19）

世帯数 5,823 世帯 （－   2）

うぶごえ

ご結婚おめでとう

住　所 夫婦の氏名 届出日

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

固定資産税第 1 期・軽自動車税納期限   5 月 2 日（月）
　最寄りの金融機関で納めましょう。納税には便利な口座振替制度もご利用ください。　
　口座振替をご利用の方は、残額のご確認をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　税務課　℡８２ ‐ ３１１３　


